ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会

第5回　全体委員会　議事録（案）

■日時　平成20年03月26日（水）17:00-20:00

■場所　日本コンクリート工学協会12階　会議室

■出席者（敬称略）

鈴木（委員長），谷村（幹事），井上（重），井上（範），岩渕，河本，小林，小室，眞田，進藤，文，服部，吉田，向井（幹事，記録）

· 提出資料

5-1　第4回議事録（案）（谷村）

5-2　事業報告と事業計画（鈴木）

5-3　報告書目次案（鈴木）

5-4　WG（土木）における活動について（谷村）

5-5　WG（建築）における活動計画（案）（向井）

5-6　1階部分に全ての変位を集約する制振構造をペンシルビルに採用-建築技術-（小室）

5-7　「ピロティ崩壊しない柱」-structure-（鈴木）

5-8　ソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御するRC建物の設計手法（井上範）

5-9　履歴ダンパーを設置したソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御するRC建物の応答性状（井上範）

5-10　「鉄道構造物等設計標準・同解説（耐震設計）」の概要（谷村）

5-11　ピロティ式建築の耐震対策：方針の例（鈴木）

1-8ブレース補強による鉄道高架橋の列車走行性に関する研究（吉田）

1-9圧縮型鋼製ダンパー・ブレースによるRCラーメン高架橋の補強効果に関する振動台実験及び解析（吉田）

■議事内容

○資料5-1：前回議事録の説明があり，承認された。

○資料5-2：鈴木委員長より本資料の説明があった。

○資料5-3：鈴木委員長より本資料の説明があった。

○資料5-4：谷村幹事より，土木分野のWG活動について説明があり，以下の討議があった。

・土木の柱の想定軸力比はどの程度か？（鈴木委員長）

→列車荷重を考慮しても0.1程度である。（谷村幹事）

· 設計時に想定される地震の規模は？（鈴木委員長）

→（応答ではなく）入力で750Galである。（進藤委員）

→建築のレベル3程度である。（鈴木委員長）

· 入力波はどのように決まっているか？（鈴木委員長）

→基盤上のスペクトル形状が決められており，さらに地盤種別毎に基礎底の入力波が決められる。全部で8種類ある。固有周期2秒程度まで考慮されている。詳細については資料5-10にも記載されているので参照されたい。（谷村幹事，進藤委員）

→本委員会では，設計時に必要な入力レベルを明確にしたい（鈴木委員長）

・補修しても剛性は完全には戻らないと思うが，どのように纏めようと考えているか？（鈴木委員長）

→どの程度剛性が回復するのかを明確にしようと思う。（谷村幹事）

○資料5-5：向井より，建築分野のWG案について説明があり，以下の補足があった。

・ダンピングやリミッタはどこで検討されるのか？（鈴木委員長）

→WG2の近年開発されている手法で検討頂けると考えている（向井）

・残留変位はどこで検討されるか？

→WG3の柱の限界状態で検討頂けると考えている（向井）

○資料5-6：小室委員より，実用化されたオイルダンパー付きのソフトストーリー建物（鉄骨造）ついて紹介があり，以下の討議があった。

・1層の変形を集中させ，かつ層剛性を小さくしつつ耐力は大きくし，そこにダンパーを投入する点が特徴である。（小室委員）

・「スウェイモードへの転換は同周期のロッキングモード構造物に比べて風外力を低減させ」とあるが，どうしてか？（井上範委員）

→担当者に確認し，次回回答する（小室委員）

・ダンパーをハードニングさせた理由は何か？ある程度，応答加速度が大きくなることがあっても，1層の応答変形を制御したいということか？（井上範委員）

→おそらくそのように思われるが，次回正確な回答を用意する。（小室委員）

○資料5-7：鈴木委員長より，ピロティ層の柱部材として実施例とその背景となる研究の概要について紹介があり，以下の補足があった。

・柱主筋の座屈を防止するために薄肉スパイラル鋼管を用いる点が特徴である。（鈴木委員長）

○資料1-8，1-9：吉田委員より，圧縮型鋼製ダンパーブレースにより耐震性能を向上させる補強技術に関する研究概要について説明があり，以下の討議があった。

・走行性に関する設計クライテリアとなる変形レベルはどの程度か？（井上重委員）

→1/150から1/100程度である。（吉田委員）

・せん断型柱が補強の対象となる場合は，ブレースはエネルギー吸収というより，強度補強の役割を果たしている。（鈴木委員長）

・基礎部分の設計はどうであったか？（小林委員）

→強度型となると負担する応力が大きいため，かなり厳しい設計であった。今後，検討の余地があると考えている。（吉田委員）

・列車も模型として実験を行ったものがあるか?（鈴木委員長）

→それは特に行っていない。車輪の部分だけモデル化して試験することはある。（谷村幹事）

○資料5-8：井上範委員より，ソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御するシステムに関する解析研究の概要について説明があり，以下の補足があった。

・ピロティ柱の靱性能として1/30程度保有することが前提条件である（井上範）

・資料5-9は次回にご説明いただく（鈴木委員長）

○資料5-10，11：次回以降。

■その他

建築WGは4月以降実施するために，主査や担当委員を決定し，適宜開始する。

次回委員会は6/25（水）17:00～とする。

向井（文責）
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